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喜びや苦しみ、そして、いくつかの困難と問題を、利用

者の家族の皆さんをはじめ、「ふきのとう」を支援 

してくださる皆さんと共に乗り越えてきました。 

 これからも、幾多の問題や課題に遭遇する事になると 

思いますが、今日まで培ってきた経験や体験は、私達「ふ 

きのとう」の重要な教訓として、そして大事な財産とな 

っています。この教訓と財産を礎に新しい 5 年・10 年 

に向かって、さらなる障害者福祉の発展と充実を目指し 

て努力する決意を新たにしています。 

 さて、最近特に「安全」・「安心」という言葉を耳にし 

ない日はないほど、重要な意味をもつものとして社会問 

題になっています。 

 私達も、ここで安心・安全について、改めて考えてみ 

たいと思います。原子力発電の問題・米軍オスプレイ配 

備問題・食肉問題・産地偽装問題・賞味期限ごまかし問 

題等、大きな問題からそうでない問題まで、直接的・間 

接的であるないにかかわらず、どれを取っても私達の「 

命と暮らし」に大きな影響を与えるものであります。す 

なわち「安全・安心」と「命と暮らし」は表裏一体の関 

係であると言えるでしょう。だとしたら「安全・安心」 

について積極的に関心をもつことが、命を大事にするこ 

とにつながります。 

 「安全」があって「安心」が生まれます。「危険」で 

あれば「不安」しか生まれません。安全とは、安全性と 

は、安全対策を充実するには、「危険」な部分や箇所を 

知ること、つまりソフト面とハード面の両面にある危険 

性をできるだけ具体的に把握することから安全性への 

取り組みが始まります。 

 命を大事に暮らしを豊かに、そんな人生を生きたいと、 

誰もが願っていることでしょう。そのためにも「安全・ 

安心」についてのものの見方ものの考え方を、しっかり 

と身につけたいと思います。そのためにも危機意識・危 

険性に対して敏感にならなくてはなりません。それはつ 

まり、絶えずいつでも危機感を持って事に当たるという 

ことであります。 

 「ふきのとう」は安全・安心な施設、そして利用者が 

豊かに成長する施設、さらに地域からは大事に見守られ 

る施設、そういった施設作りに、すべての関係者のご支 

援とご指導を賜りながら、「一人の百歩より百人の一歩

の精神で、これからの１０年に向かって取り組んでい

くことを約束して創立５周年の挨拶とします。 

 

    

        

    

ふきのとうの５周年記念イベントが決定しました。 

メンバー、スタッフよりア

ンケートを取った結果、 

１１月１５日（木）、和歌

山マリーナシティに日帰

り旅行することになりま

した。 

 黒潮市場での買物や昼食など楽しさ一杯のプランで

す。期待して下さいね！ 

 

 

７月１日、奈良県よりケアホームの短期入所（ショー 

トステイ）の認可を受け、新しい事業を始めました。シ

ョートステイとは、障害者の心身の状況や病状、その家

族の病気、冠婚葬祭、出張等のため一時的に養育、介護

することができない、または家族の精神的、身体的な負

担の軽減等を図るために、ケアホームに短期入所して養

育、介護を受けることができるサービスのことです。 

ご希望の方は、ふきのとう副所長 乾 までご連絡く

ださい。 
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自立訓練の事業

のメンバーは、養

護学校新卒者等

ふきのとうのメ

ンバー全体の

1/4 強が対象となっています。 

主な活動内容は、研修と味噌作りですが、その他の活

動も色々経験してもらい、２年後に就労継続Ｂ型事業か

生活介護事業の選択を行えるようにしています。 

研修は、挨拶、掃除、買物、字の読み書き、計算、名

前・住所の自書、ふきのとうの日中活動におけるマナー、

ルール等を教えることです。そのため毎月１回、講義を

行っています。 

毎週１回の買物では、各部門からの必要な物品のリス

トに基づき、スタッフが買物リストを作成し、メンバー

と一緒に買物に行きます。そこでメンバーに品物を選ん

でもらいます。また時には、支払をしてもらう事もあり

ます。 

目的の品物が置いてある場所が分からない時は、店の

人に品物が置いてある場所を聞いて探してもらったり

しています。このようなことで日常生活、社会生活にお

ける買物を体験してもらい、買物する力を付けるととも

に、楽しんでもらっています。 

また、掃除では、ふきのとうの施設や施設の車を掃除

することで日常生活、社会生活における掃除というも

のを少しでもメンバーに理解してもらうようにしてい

ます。 

味噌作りでは、畑で採れる大豆・黒豆を使って、こ

だわりの手づくり味噌を作っています。物づくりや

衛生面 の注意など色々の事を学んでいます。 

以上、簡単な説明ですが、対象のメンバーが日常生活、

社会生活の各場面において少しでも自立し

てもらえれば・・・と思っています。               

こんなことをしていますこんなことをしていますこんなことをしていますこんなことをしています                                                                                            
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ふきのとうふきのとうふきのとうふきのとうのののの    

玄関玄関玄関玄関にににに飾飾飾飾ったったったった七夕七夕七夕七夕    

    

    

    

    

    

    

    

    

おふさおふさおふさおふさ観音風鈴観音風鈴観音風鈴観音風鈴まつりまつりまつりまつり        
 
 

柳本柳本柳本柳本のののの夏祭夏祭夏祭夏祭りりりり 8/118/118/118/11    

 

  

    

    

かきかきかきかき氷氷氷氷大会大会大会大会 8/248/248/248/24    

 

 

 

 

７月に３グループに分かれて、橿原市にあ

る、おふさ観音の風鈴を見に行きました 

願いが 

かなうといい 

ですね！ 

今年は黒塚古墳で一日だけの祭り
でしたが、土砂降りの雨が降り、
途中で中止。大変でした！ 

 

スパークルの花壇に咲きました 


